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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・みなさんは、これからの時代を生きていくために必要な力は何だと思いますか？ 

この授業では、そういった力のひとつを「異文化間コミュニケーション能力」、すなわち、言語や文化的背景が異なるさ

まざまな人々と意思疎通を図り、合意を形成していく力と位置づけます。そして「ことば」「文化」「コミュニケーション」

を見つめ直した上で、「異文化間コミュニケーション能力」のスキルを獲得していくことを目指します。 

・あわせて、グループでテーマに沿って調べ学習を行い、各学期に一回、英語でのプレゼンテーションに取り組みます。

この取り組みを通じて、今世界で何が起こっているのか、そしてそのことに自分はどのように関わっていくのか、につい

て考えてほしいと思います。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「英語理解」（３単位）、「英語表現」（２単位）及び「異文化理解」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・

評価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

◇◆日常的なあいさ

つができ、身の回り

で起こったことや経

験したことなどにつ

いてやり取りをする

ことができる。 

◇ゆっくりはっきり

と話されれば、外国

の文化・風習などな

じみのないことでも

その概要を理解する

ことができる。 

CL 演習 

・プレゼ

ン テ ー

ション 

・ディベ

ート 

異 文 化

理解 

・プレゼ

ン テ ー

ション 

◆自分のこれまで

の経験、将来の夢

や希望などについ

て、前もって準備

し、メモを見なが

ら理由と具体例を

添えて短く説明す

ることができる。 

◆◇身近なトピッ

ク（趣味や将来の

夢や希望など）に

ついて幅広く意見

や情報の交換をす

ることができる。 

英語表現 

・定期考査 

異文化理

解 

・リポート 

◇300 語程度の英文

を、複雑なところ

は時間をかけて読

み、全体の要旨を

理解し、大事な点

をもれなく理解す

ることができる。 

◇簡単なマニュアル

や手引き書などを

理解し、その内容

に沿って行動（ゲ

ームや工作など）

することができ

る。 

CL 演習 

・リスニン

グテスト 

・パフォー

マンステ

スト 

 

◆身近な話題に関し

て説明をし、自分の

意見を、つなぎの語

やフレーズを活用し

て、まとまりのある

段落をひとつ書くこ

とができる。 

◆慣れ親しんだ語や

表現を用いて、物事

の手順を筋道立てて

書くことができる。 

英語理解 

・定期考

査 

英語表現 

・定期考

査 

速読演習 

・定期考

査 

異文化理

解 

・定期考

査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

（５時間） ○文化とは 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループでの

ディスカッションに

おいて、自身の考え

を積極的に表現す

る。 

・文化がコミュニケー

ションに与える影響

に気づく。 

 

・コミュニケーションス

タイルにおける文化的

特徴に気づく。（螺旋

的・直線的） 

 

 

・ペア・グループで

のディスカッショ

ンにおいて、自身

の考えを積極的に

表現することがで

きる。 

・文化がコミュニケ

ーションに与える

影響に気づくこと

ができる。 

 

・ペア・グループでの

ディスカッション

を観察する。 

・授業時の意見および

提出された「ワーク

シートを判断材料

とする。 

・定期テストで論述問

題を出題し、知識が

身についているか、

気づきを深めてい

るかを判断する。 

「英語表現の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

 （本単元では設定し

ない） 

 

「英語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

 （本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ことばと文化との互

いに深く関わりあっ

たあり方に気づく。 

・自身の文化や他者の

文化について、その

多様性・複雑性への

気づきを深める。 

・自身の文化を相対化

して捉えなおす。 

 

 

 

・「見える文化」と「見え

ない文化」について理

解する。 

・「ハイコンテクストな文

化」と「ローコンテク

ストな文化」の違いを

知る。 

・文化の芯をなす価値観

における文化的特徴

（集団と個人・競争と

協調・論理性と主観性

など）を理解する。 

・ことばと文化との

互いに深く関わり

あったあり方に気

づくようになる。 

・自身の文化や他者

の文化について、

その多様性・複雑

性に気づくことが

できる。 

・自身の文化を相対

化して捉えなおす

ことができる。 

・ペア・グループでの

ディスカッション

を観察する。 

・授業時の意見および

提出された「ワーク

シートを判断材料

とする。 

・定期テストで論述問

題を出題し、知識が

身についているか、

気づきを深めてい

るかを判断する。 

（10時間） ○英語でのプレ

ゼンテーション

の準備および実

施 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

聴衆のもつ言語的・文 

化的背景を意識し、そ 

の場にあったプレゼン 

テーションを行う。 

 

 

英語でのコミュニケー 

ションにおいては、聞 

き手の言語的・文化的 

背景は様々に異なりう 

ることに気づく。 

聴衆のもつ言語的・ 

文化的背景を意識 

し、その場にあった 

プレゼンテーション 

ができる。 

・プレゼンテーション

のスクリプトおよ

びPPTを提出させ、

その内容を取り組

む状況の判断材料

として活用する。 

・プレゼンテーション

の実施状況におい

て、知識やスキルが

身に付いているか

を判断する。 

「英語表現の能力」 

与えられたトピックに 

ついて、「導入」・「問題 

点の提示」・「解決策」・ 

「要点の整理」・「結論」 

からなるプレゼンテー 

ションを英語で行う。 

 

 

・具体的な数値やデータ

を用いる。 

・視覚資料を用いる。 

・論理的な流れを作る。 

・提案に合理性・具体性

をもたせる。 

・わかりやすい英語を使

う。 

・明確に発音する。 

与えられたトピック 

について、「導入」・ 

「問題点の提示」・ 

「解決策」・「要点の

整理」・「結論」か 

らなるプレゼンテー 

ションを英語で行 

うことができる。 

 

・プレゼンテーション

のスクリプトおよ

びPPTを提出させ、

その内容を取り組

む状況の判断材料

として活用する。 

・プレゼンテーション

の実施状況を、

Content, 

Organization, 

Delivery 

の観点から評価す

る。 

 

 



「英語理解の能力」 

・トピックについての

情報をインターネッ

トで収集する。 

・収集した情報や情報

源について批判的に

考える。 

 

 

・英語で様々な情報源か

ら情報を集める。 

・集めた情報について、

比較・分類・分析・評

価・選択判断・推論を

行う。 

・トピックについて

の情報をインター

ネットで収集する

ことができる。 

・収集した情報や情

報源について批判

的に考えることが

できる。 

・プレゼンテーション

のスクリプトおよ

びPPTを提出させ、

その内容を取り組

む状況の判断材料

として活用する。 

・プレゼンテーション

の実施状況におい

て、知識やスキルが

身に付いているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英語の話し手や書き手 

は様々に言語的・文化 

的背景が異なりうるこ 

とに気づく。 

 

・現代の標準的な英米の

英語における論理構成

と、自らの母語におけ

る論理構成とを比較す

る。 

・国際的なコミュニケー

ションの手段としての

英語には、様々に異な

る論理展開のパターン

があることに気づく。 

英語の話し手や書き 

手は様々に言語的・ 

文化的背景が異なり 

うることに気づくこ 

とができる。 

 

・プレゼンテーション

のスクリプトおよ

びPPTを提出させ、

その内容を取り組

む状況の判断材料

として活用する。 

・プレゼンテーション

の実施状況におい

て、知識やスキルが

身に付いているか

を判断する。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

（５時間） ○コミュニケー

ションとは 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・コミュニケーション

という現象について

の理解を深める。 

・ペア・グループでの

ディスカッションに

おいて、自身の考え

を積極的に表現す

る。 

・グループ内で意見が

対立した際に、話し

合いによって合意を

形成する。 

・様々なコミュニケーシ

ョン観を知る。（伝達モ

デル・相互交渉モデ

ル・交流モデルなど） 

・コミュニケーションの

内容面と関係面につい

て理解する。 

・コミュニケーションの

働き（意味の創造・共

通の意味の形成）につ

いて知る。 

・言語コミュニケーショ

ンと非言語コミュニケ

ーションについて理解

する。 

・コミュニケーショ

ンという現象につ

いての理解が深ま

る。 

・ペア・グループで

のディスカッショ

ンにおいて、自身

の考えを積極的に

表現することがで

きる。 

・グループ内で意見

が対立した際に、

話し合いによって

合意を形成するこ

とができる。 

・ペア・グループでの

ディスカッション

を観察する。 

・授業時の意見および

提出された「ワーク

シートを判断材料

とする。 

・定期テストで論述問

題を出題し、知識が

身についているか、

気づきを深めてい

るかを判断する。 

「英語表現の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

 （本単元では設定し

ない） 

 

「英語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

 （本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・文化がコミュニケー

ションに与える影響

に気づく 

・自身の日常的なコミ

ュニケーションのパ

ターンを吟味し、自

文化がそれに与えて

いる影響に気づく。 

・コミュニケーションス

タイルにおける文化的

特徴に気づく。（螺旋

的・直線的） 

・非言語コミュニケーシ

ョンに関して、その働

きや文化的特徴を知る 

・自身の使用している非

言語コミュニケーショ

ンおよびそれに対する

自文化の影響に気づく 

・文化がコミュニケ

ーションに与える

影響に気づくこと

ができる。 

・自身の日常的なコ

ミュニケーション

のパターンを吟味

し、自文化がそれ

に与えている影響

に気づくことがで

きる。 

・ペア・グループでの

ディスカッション

を観察する。 

・授業時の意見および

提出された「ワーク

シートを判断材料

とする。 

・定期テストで論述問

題を出題し、知識が

身についているか、

気づきを深めてい

るかを判断する。 

 



（10時間） ○英語でのプレ

ゼンテーション

の準備および実

施 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聴衆のもつ言語的・

文化的背景を意識

し、その場にあった

プレゼンテーション

を行う。 

・聴衆の関心を惹くス

トーリーやメッセー

ジを送る。 

 

英語でのコミュニケー 

ションにおいては、聞 

き手の言語的・文化的 

背景は様々に異なりう 

ることに気づく。 

・聴衆の思い込み、普段

気付いていないことを

指摘し、それらを比

較・分類。分析するな

どして論理的に展開す

る。 

聴衆のもつ言語的・ 

文化的背景を意識 

し、その場にあった 

プレゼンテーション 

ができる。 

・プレゼンテーション

のスクリプトおよ

びPPTを提出させ、

その内容を取り組

む状況の判断材料

として活用する。 

・プレゼンテーション

の実施状況におい

て、知識やスキルが

身に付いているか

を判断する。 

「英語表現の能力」 

・与えられたトピック

について、「導入」・ 

「問題点の提示」・

「解決策」・「要点の

整理」・「結論」から

なるプレゼンテーシ

ョンを英語で行う。 

・聴衆からの質問や反

論に対応する。 

 

・具体的な数値やデータ

を用いる。 

・視覚資料を用いる。 

・論理的な流れを作る。 

・提案に合理性・具体性

をもたせる。 

・わかりやすい英語を使

う。 

・明確に発音する。 

・聴衆に質問される内容

を予想し、対応策や説

明のためのデータを準

備する。 

・適切なアイコンタクト

やボディランゲージを

用いて話す。 

・重要なポイントを強調

して話す。 

・与えられたトピッ

クについて、「導

入」・「問題点の提

示」・「解決策」・「要

点の整理」・「結論」

からなるプレゼン

テーションを英語

で行うことができ

る。 

・聴衆からの質問や

反論に対応するこ

とができる。 

・プレゼンテーション

のスクリプトおよ

びPPTを提出させ、

その内容を取り組

む状況の判断材料

として活用する。 

・プレゼンテーション

の実施状況を、

Content, 

Organization, 

Delivery 

  Q & A 

  Persuasiveness 

の観点から評価す

る。 

「英語理解の能力」 

・トピックについての

情報をインターネッ

トで収集する。 

・収集した情報や情報

源について批判的に

考える。 

 

 

・英語で様々な情報源か

ら情報を集める。 

・集めた情報について、

比較・分類・分析・評

価・選択判断・推論を

行う。 

・トピックについて

の情報をインター

ネットで収集する

ことができる。 

・収集した情報や情

報源について批判

的に考えることが

できる。 

・プレゼンテーション

のスクリプトおよ

びPPTを提出させ、

その内容を取り組

む状況の判断材料

として活用する。 

・プレゼンテーション

の実施状況におい

て、知識やスキルが

身に付いているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英語の話し手や書き手 

は様々に言語的・文化 

的背景が異なりうるこ 

とに気づく。 

 

・現代の標準的な英米の

英語における論理構成

と、自らの母語におけ

る論理構成とを比較す

る。 

・国際的なコミュニケー

ションの手段としての

英語には、様々に異な

る論理展開のパターン

があることに気づく。 

英語の話し手や書き 

手は様々に言語的・ 

文化的背景が異なり 

うることに気づくこ 

とができる。 

 

・プレゼンテーション

のスクリプトおよ

びPPTを提出させ、

その内容を取り組

む状況の判断材料

として活用する。 

・プレゼンテーション

の実施状況におい

て、知識やスキルが

身に付いているか

を判断する。 

 

 

 

 

 

 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

（５時間） ○異文化コミュ

ニケーションに

必要な態度・知

識・スキルとは 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・言語コミュニケーシ

ョンにおける文化的

特徴を理解する。 

・非言語コミュニケー

ションにおける文化

的特徴を理解する。 

 

・言語コミュニケーショ

ンにおける文化的特徴

について、ほめ方、叱

り方、断り方、謝り方

などの比較を通して考

察する。 

・非言語コミュニケーシ

ョンにおける文化的特

徴について、アイコン

タクト、ジェスチャー、

対人距離、時間間隔な

どの比較を通して考察

する。 

・言語コミュニケー

ションにおける文

化的特徴を理解す

ることができる。 

・非言語コミュニケ

ーションにおける

文化的特徴を理解

することができ

る。 

 

・ペア・グループでの

ディスカッション

を観察する。 

・授業時の意見および

提出された「ワーク

シートを判断材料

とする。 

・定期テストで論述問

題を出題し、知識が

身についているか、

気づきを深めてい

るかを判断する。 

「英語表現の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

 （本単元では設定し

ない） 

 

「英語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

 （本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・異文化適応のプロセ

スについて理解す

る。 

・文化は多様で流動的

であることを理解す

る。 

 

 

・異文化適応モデル（U-

カーブ・W カーブ）に

ついて学ぶ。 

・カルチャーショックを

シュミレーションす

る。 

 

・異文化適応のプロ

セスについて理解

している。 

・文化は多様で流動

的であることを理

解している。 

・ペア・グループでの

ディスカッション

を観察する。 

・授業時の意見および

提出された「ワーク

シートを判断材料

とする。 

・定期テストで論述問

題を出題し、知識が

身についているか、

気づきを深めてい

るかを判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

（５時間） ○異文化コミュ

ニケーションに

必要な態度・知

識・スキルとは 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自文化を内省し、他

文化を尊重する態度

をもつ。 

・誤解や摩擦が起こっ

ている状況を分析す

る。 

・相手を尊重しながら

自分の意見を伝える

ことができる。 

・自文化を内省し、他文

化を尊重するためには

以下の態度や力が必要

なことを知る。 

 ＊自文化中心の物の見

方だけに囚われない 

 ＊オープンな心 

 ＊判断を保留する力 

 ＊感情をコントロール

する力 

 ＊相手への共感 

 ＊違いを楽しむ心 

・ＤＩＥメソッドを用い

て、誤解や摩擦が起こ

っている状況につい

て、客観的に事実を把

握し、双方の立場から

解釈を試みることで、

相手に対する間違った

価値判断を保留する。 

・アサーティブコミュニ

ケーションの具体的な

スキルとして、アクテ

ィブリスニング、オー

プンエンドの質問、ア

イステートメント、共

感アサーションなどを

用いる。 

・自文化を内省し、

他文化を尊重する

態度をもつことが

できる。 

・誤解や摩擦が起こ

っている状況を分

析することができ

る。 

・相手を尊重しなが

ら自分の意見を伝

えることができ

る。 

・ペア・グループでの

ディスカッション

を観察する。 

・授業時の意見および

提出された「ワーク

シートを判断材料

とする。 

・定期テストで論述問

題を出題し、知識が

身についているか、

気づきを深めてい

るかを判断する。 

「英語表現の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

 （本単元では設定し

ない） 

 

「英語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

 （本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・価値志向における文

化的特徴を理解す

る。 

・異なる言語的・文化

的・社会的アイデン

ティティをもつ人々

との間に共通の理解

を確立するために必

要な能力について考

える。 

・様々な価値観や信念の

存在に気づく。 

・以下の項目を基準にし

て、基本的な価値志向

における文化的特徴を

分析する。 

Ⅰ．人間の本質 

Ⅱ．人間と自然との関係 

Ⅲ．人間と時間との関係 

Ⅳ．人間と活動との関係 

Ⅴ．人間と人間との関係 

・自らの価値志向を特定

し、それがテキストの

解釈に与える影響を考

察する。 

・様々な価値観や信念が

それぞれに妥当である

ことに気づく。 

・価値志向における

文化的特徴を理解

することができ

る。 

・異なる言語的・文

化的・社会的アイ

デンティティをも

つ人々との間に共

通の理解を確立す

るために必要な能

力について知る。 

・ペア・グループでの

ディスカッション

を観察する。 

・授業時の意見および

提出された「ワーク

シートを判断材料

とする。 

・定期テストで論述問

題を出題し、知識が

身についているか、

気づきを深めてい

るかを判断する。 


